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第一回
定例市議会

42

年
度
市
長
施
政
方
針

交
通
機
関
の
整
備
な
と

　
第
一
回
定
例
市
議
会
は
、
さ
る
八

日
か
ら
開
か
れ
二
十
八
日
ま
で
の
日

程
で
、
昭
和
四
十
二
年
度
予
算
案
を

中
心
と
す
る
議
案
の
審
議
に
は
い
り

ま
し
た
が
、
二
日
目
の
九
日
は
市
長

の
施
政
方
針
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

以
下
は
そ
の
要
旨

　
産
業
基
盤
の
整
傭

　
今
後
と
も
市
の
発
展
を
図
る
に
は

一
、
産
業
基
盤
の
整
備

二
、
生
活
基
盤
の
整
備

三
、
教
育
文
化
施
設
の
充
実
を
柱
に

ω
交
通
機
関
の
整
備
、
②
都
市
機
能

の
向
上
、
③
社
会
保
障
の
拡
充
、
④

教
育
文
化
施
設
の
充
実
⑤
産
業
振
興
・

対
策
の
推
進
を
重
点
施
策
と
し
て
積

極
的
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
市
街
地
の
舗
装
と
流

　
雪
溝
整
備

　
交
通
機
関
の
整
備
は
、
道
路
は
、

市
内
の
国
道
は
、
一
一
七
号
（
長
野

～
小
千
谷
）
、
二
五
二
号
（
柏
崎
会
、

津
若
松
）
と
も
建
設
省
直
轄
工
事
区

間
と
な
っ
た
の
で
、
急
速
に
、
改
良

舗
装
が
進
む
と
思
5
。
ま
た
、
二
五

　
第
一
回
市
議
会
は
、
二

月
十
六
日
開
か
れ
、
十
八

議
案
の
審
議
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十

一
年
度
十
日
町
市
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
七
議
案

を
可
決
。

　
請
願
処
理
結
果

▽
公
立
保
育
所
建
設
促
進

▽
中
条
小
、
中
学
校
プ
ー
ル
、
教
員

住
宅
建
設

▽
飛
渡
第
二
小
学
校
々
舎
建
設

▽
児
童
舘
設
置

新
年
度
の
重
点
施
策

三
号
（
直
江
津
～
六
日
町
）
は
昨
年

八
箇
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
、
こ
と
し
秋

ま
で
に
取
り
付
け
道
路
が
で
き
る
．

　
関
越
自
動
車
道
も
、
目
的
達
成
の

た
め
今
後
も
努
力
し
た
い
。
県
、
市

道
整
備
に
つ
い
て
特
に
市
道
は
．
都

市
計
画
、
辺
地
道
路
等
を
重
点
に
、

交
通
量
の
多
い
市
街
地
道
路
の
舗
装

は
三
力
年
計
画
を
た
て
、
早
急
に
や

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
無
雪
道
路
対
策
で
は
、
流
雪
溝
等

を
整
備
し
、
各
町
内
の
協
力
を
期
待

し
て
い
る
。

　
鉄
道
で
は
飯
山
線
が
四
月
二
十
日

か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ヵ
ー
十
輔
が
ふ

え
、
十
日
町
～
長
野
間
も
一
時
間
半

の
ス
ピ
！
ド
ア
ッ
プ
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
今
後
は
、
h
越
線
復
線
化
に

よ
る
長
岡
、
新
潟
乗
り
入
れ
、
急
行

増
発
等
実
現
に
努
力
し
た
い
。

　
北
越
北
線
は
、
昭
和
四
十
二
年
度

の
鉄
道
公
団
予
算
も
五
割
増
と
な
る

の
で
、
土
地
買
収
費
、
ト
ソ
ネ
ル
着

工
費
と
し
て
大
巾
な
予
算
が
期
待
さ

れ
る
。
十
日
町
駅
に
つ
い
て
は
、
貨

物
の
取
り
扱
い
、
急
行
の
停
車
駅
と

し
て
も
ら
う
よ
ろ
強
く
要
請
し
て
い

る
が
見
通
し
は
明
る
い
。
ま
た
十
目

町
～
川
西
の
栄
橋
経
由
環
状
バ
ス
を

実
現
さ
せ
た
い
。

　
ゴ
ミ
、
収
集
車
を
購
入

　
都
市
機
能
の
向
上

▽
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
設
置

▽
本
町
六
丁
目
三
、
流
雪
溝
整
備

▽
六
箇
、
田
麦
、
八
箇
、
池
之
平
間

市
道
編
入

▽
本
町
六
丁
目
三
、
道
路
新
設

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
採
択

▽
春
日
地
区
側
溝
工
事
促
進

▽
本
町
一
丁
目
西
市
道
新
設
促
進

　
　
以
上
建
設
委
員
会
付
託

▽
武
道
舘
建
設

　
　
文
教
委
員
会
付
託

▽
十
日
町
小
学
校
整
備
拡
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了
承

　
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
、
都
市
機

能
が
発
揮
で
き
る
施
設
が
要
請
さ
れ

て
い
る
。
都
市
計
画
事
業
の
推
進
を

は
じ
め
、
近
い
将
来
公
害
面
か
ら
も

下
水
道
事
業
の
計
画
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

　
衛
生
セ
ソ
タ
ー
は
　
ゴ
、
・
・
焼
却
場

の
完
成
に
よ
り
一
応
完
備
し
た
の

で
、
新
年
度
は
、
ゴ
・
ミ
収
集
車
を
二

台
購
入
、
清
掃
区
域
の
拡
大
を
図
る

ほ
か
、
住
宅
対
策
と
し
て
の
宅
地
造

成
市
営
住
宅
の
建
設
な
ど
生
活
環

境
の
整
備
を
進
め
た
い
。

　
保
育
所
一
ヵ
所
新
設

　
社
会
俣
障
の
拡
充

　
国
の
施
策
が
生
活
保
護
を
中
心
と

す
る
公
的
扶
助
と
、
社
会
保
険
制
度

に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
、
財

源
の
と
ぽ
し
い
市
町
村
は
独
自
の
財

源
を
大
巾
に
さ
く
こ
と
は
む
ず
か
し

い
が
、
生
活
保
護
の
引
き
あ
げ
、
国

保
の
充
実
、
保
育
措
置
費
の
増
額
な

ど
に
努
力
す
る
が
、
こ
と
し
は
市
立

俣
育
所
を
一
ヵ
所
新
設
す
る
ほ
か
、

出
稼
対
策
に
つ
い
て
も
少
額
で
は
あ

る
が
予
算
を
計
上
し
た
。

川
治
、
六
箇
中
学

校
を
統
合

　
教
育
の
振
輿

　
今
後
急
激
に
生
徒
数
の
減
少
を
生

ず
る
　
中
学
校
の
統
合
、
危
険
校
舎

の
解
消
、
完
全
給
食
の
実
施
、
教
員

住
宅
の
建
設
等
そ
れ
み
＼
計
画
的
に

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
社
会
教
育
面
で
は
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
の
建
設
の
努
力
が
必
要
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
と
し
は
川
治
、
六
箇
両

中
学
校
の
統
合
校
南
中
学
が
新
設
さ

れ
る
見
通
し
の
ほ
か
、
中
条
小
、
中

プ
ー
ル
、
水
沢
地
区
小
、
中
学
校
の

完
全
給
食
を
予
定
し
て
い
る
。

青
少
年
ホ
ー
ム
を
建
設

　
産
業
振
興
対
策

　
農
業
で
は
、
農
業
近
代
化
の
推
進

作
物
に
つ
い
て
は
米
作
、
畜
産
、
林

産
、
養
蚕
、
特
用
作
物
の
五
本
の
柱

を
中
心
に
振
興
を
図
り
た
い
。

　
織
物
は
企
業
の
近
代
化
へ
積
極
的

な
開
発
意
欲
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。　
商
工
業
は
、
商
店
街
形
成
の
強

化
、
組
織
共
同
化
の
推
進
と
、
金
融

面
の
拡
充
に
努
力
し
た
い
。
ま
た
本

年
は
彷
く
青
少
年
の
た
め
に
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
を
建
設
す
る
。

総
額
は
九
億
六
千
万
円

新
年
度
予
算
「
闘
般
会
計
」

　
新
年
度
予
算
「
一
般
会
計
」

　
ま
ず
歳
入
は
、
前
年
比
約
四
千
万

円
増
を
見
込
み
三
億
四
千
六
百
万
円

を
計
上
、
ま
た
地
方
交
付
税
は
、
前

年
比
二
千
九
百
万
円
増
の
二
億
一
千

七
百
万
円
を
計
上
し
た
が
、
昭
和
四

十
一
年
度
の
普
通
交
付
税
の
現
計
額

と
比
較
し
ま
す
と
、
約
一
千
万
円
の

増
と
な
る
。
そ
の
他
主
な
る
も
の
は

国
庫
支
出
金
一
億
三
千
三
百
万
円
な

ど
を
合
わ
せ
、
歳
入
合
計
は
前
年
比

十
四
％
増
の
九
億
五
千
九
百
二
十
九

万
五
千
円
、
一
方
歳
出
面
は
投
資
的

事
業
は
総
予
算
額
の
約
三
十
二
％
、

歳
出
予
算
の
主
な
る
も
の
は
、
総
務

費
で
、
行
政
の
近
代
化
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
た
め
市
庁
舎
建
設
費

と
し
て
約
一
千
百
万
円
を
計
上
し

た
。
こ
れ
は
起
債
の
年
度
割
決
定
が

三
力
年
で
、
初
年
度
は
五
百
万
円
程

度
と
予
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う

に
予
算
化
し
ま
し
た
。
な
お
全
体
計

画
と
し
て
は
、
市
庁
舎
建
設
委
員
の

方
々
と
研
究
を
重
ね
た
結
果
、
鉄
筋

四
階
建
、
延
坪
約
千
四
百
坪
、
総
事
業

費
約
二
億
四
千
万
円
程
度
と
し
起
債

額
は
一
億
二
千
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
効
率
的
な
建
築
を
す
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
着
工
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
民
生
費
は
　
約
一
千
万
円
の
予
算

で
九
十
名
定
員
の
市
立
保
育
所
を
一

ヵ
所
新
設
、
出
稼
対
策
と
し
て
新
規

に
二
十
万
円
計
上
し
た
。

　
つ
ぎ
に
衛
生
費
は
、
じ
ん
芥
収
集

車
二
台
を
ふ
や
し
、
清
掃
区
域
の
拡

大
と
共
に
、
市
民
の
台
所
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
た
い
。

　
農
林
水
産
業
は
、
新
た
に
農
業
後

継
者
対
策
に
二
十
万
円
計
上
、
対
策

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
農
業
団
体
の
育
成
費

と
し
て
有
線
放
送
補
助
金
二
百
万

円
、
農
業
共
済
組
合
補
助
金
五
十
万

円
　
最
終
年
度
を
迎
え
る
三
地
区
の

農
業
構
造
改
善
事
業
費
と
し
て
約
二

千
二
百
万
円
、
市
単
独
の
農
道
等
基

盤
整
備
と
し
て
五
百
八
十
八
万
円
、

ま
た
国
、
県
、
市
の
制
度
で
適
用
を

受
け
ら
れ
な
い
恵
ま
れ
な
い
山
間
地

帯
の
農
業
振
興
対
策
費
と
し
て
新
た

に
言
万
円
そ
れ
ぐ
予
算
を
計
上

し
た
。

　
商
工
費
は
大
部
分
が
中
小
企
業
の

金
融
対
策
、
ま
た
は
商
工
会
議
所
、

織
物
工
業
協
同
組
合
等
の
補
助
金
、

ま
た
は
委
託
料
で
あ
る
の
で
．
こ
れ

ら
の
団
体
と
は
特
に
緊
密
な
連
絡
を

と
り
、
商
工
業
の
振
興
を
図
り
た

い
。
　
ま
た
観
光
面
に
お
い
て
は
、
魚
沼

ス
カ
イ
ラ
イ
ソ
開
さ
く
の
た
め
県
は

五
力
年
間
に
七
．
干
五
百
万
円
を
補
助

す
る
方
針
を
決
定
し
、
四
十
二
年
度

予
算
に
千
五
百
万
円
計
上
し
た
。
な

お
彷
く
青
少
年
ホ
ー
ム
の
建
設
を
要

望
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
各
関
係

機
関
の
ご
協
力
を
得
て
、
新
年
度
約

三
千
万
円
の
予
算
を
商
工
費
に
計
上

し
た
。

消
雪
パ
イ
プ
を
取
り
付
け

本
年
度
、
駅
通
り
・
本
町
二
に

　
土
木
費
は
、
新
年
度
は
特
に
国
、

県
の
ご
協
力
を
得
て
流
雪
溝
、
揚
水

施
設
を
整
備
す
る
ほ
か
、
消
雪
パ
イ

プ
を
試
験
的
に
駅
通
り
（
勾
配
道
路
）

並
び
に
本
町
二
丁
目
市
役
所
前
附
近

（
平
地
道
路
）
に
敷
設
し
た
い
と
予

算
を
計
上
し
た
。
ま
た
国
、
県
道
の

舗
装
進
渉
に
伴
い
市
道
の
舗
装
要
望

が
強
く
な
っ
た
の
で
、
新
年
度
か
ら

三
力
年
計
画
で
大
巾
に
舗
装
を
推
進

い
た
し
た
い
、
第
一
年
度
と
し
て
事

業
費
三
千
万
円
で
三
十
三
線
延
長
約

五
千
耕
を
計
画
し
た
。
市
道
改
良
は

継
続
事
業
、
採
択
さ
れ
た
請
願
を
主

と
し
て
三
十
八
線
計
画
し
、
千
六
百

五
十
万
円
を
予
算
計
上
し
た
。

　
都
市
計
画
事
業
は
前
年
度
に
引
き

続
き
本
町
西
線
の
改
良
、
舗
装
を
計

画
し
た
ほ
か
　
中
沢
下
水
路
が
昭
和

四
十
『
年
度
債
務
負
担
で
実
施
し
た

の
で
予
算
に
計
上
し
、
山
本
、
高
山
第

二
区
画
整
理
事
業
も
順
調
に
進
ん
で

い
る
の
で
、
両
地
域
内
の
公
共
事
業

管
理
者
負
担
金
を
四
百
二
十
二
万
円

予
算
化
し
ま
し
た
。
十
日
町
公
園
は

測
量
調
査
費
と
し
て
二
＋
万
円
計
上

し
た
が
、
さ
ら
に
土
地
買
収
に
取
り

か
か
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
公
営

住
宅
は
二
種
住
宅
を
十
六
戸
現
在
の

四
日
町
新
田
団
地
に
建
設
す
る
た
め

約
千
三
百
万
円
を
予
算
計
上
し
た
。

こ
れ
で
本
団
地
は
五
十
四
戸
と
な
り

計
画
を
完
了
す
る
。

　
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
防
火
水
槽

の
設
置
補
助
金
、
小
型
動
力
ポ
ソ
プ

の
購
入
、
指
揮
連
絡
車
購
入
等
を
そ

れ
ぞ
れ
予
算
計
上
し
た
。

　
次
に
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
川
治
、

六
箇
中
学
校
統
合
に
伴
な
う
南
中

学
校
の
建
設
費
と
し
て
約
四
千
三
百

万
円
、
中
条
小
、
中
学
校
プ
ー
ル
建
設

費
に
約
三
百
六
＋
万
円
、
十
日
町
小

学
校
図
書
閲
覧
室
増
改
築
に
二
百
万

円
、
へ
き
地
教
員
住
宅
（
三
ッ
山
、

珠
田
、
大
池
）
に
四
百
五
十
万
円
、

そ
の
他
十
日
町
中
学
校
の
便
所
改

修
、
中
条
中
学
校
の
グ
ラ
ソ
ド
用
地

買
収
、
下
条
中
学
校
屋
内
体
育
舘
補

強
等
を
そ
れ
ぞ
れ
予
算
計
上
し
た
。

　
以
上
昭
和
四
十
二
年
度
一
般
会
計

歳
入
、
歳
出
予
算
の
大
綱
を
申
し
あ

げ
ま
し
た
が
、
合
計
額
は
前
年
比
約

一
億
千
六
百
万
円
増
の
九
億
五
千
九

百
二
十
九
万
五
千
円
と
な
っ
た
。
先

き
ほ
ど
申
し
あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
国

家
予
算
が
ニ
ヵ
月
の
暫
定
予
算
と
な

り
ま
し
た
の
で
本
予
算
が
決
定
し
、

ま
た
地
方
財
政
に
対
す
る
基
本
方
針

が
明
確
に
な
り
次
第
今
後
補
正
を
お

願
い
し
た
い
，

　
「
特
別
会
計
」

　
新
年
度
は
昭
和
四
十
一
年
度
途
中

に
配
付
し
ま
し
た
へ
き
地
に
対
す
る

医
療
品
の
給
付
を
六
部
落
追
加
し
、

三
十
部
落
八
八
一
世
帯
に
配
付
し
た

い
。
ま
た
給
付
面
に
お
い
て
四
月
か

ら
助
産
費
並
び
に
葬
祭
費
を
そ
れ
ぞ

れ
千
円
増
額
す
る
計
画
で
予
算
を
計

上
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
予
算
で
す
が
、
昨

年
七
月
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
企
業

の
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
法
の

全
部
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
な
い

本
市
に
お
い
て
も
さ
る
二
月
の
臨
時

市
議
会
で
関
係
条
例
等
審
議
可
決
さ

れ
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
公
企
法

の
規
定
に
基
づ
い
て
予
算
を
編
成
し

た
が
、
拡
張
工
事
に
つ
い
て
は
消
毒

施
設
三
十
六
万
円
、
送
水
施
設
費
に

三
千
四
十
二
万
円
、
電
気
施
設
費
五

十
万
円
、
配
水
施
設
四
千
六
百
二
十

二
万
円
、
そ
の
他
用
地
費
等
二
百
七

十
四
万
円
、
合
計
八
干
二
十
四
万
円

で
事
業
を
推
進
す
る
方
針
で
す
。

　
簡
易
水
道
特
別
会
計
は
下
条
平
場

地
区
全
部
、
給
水
戸
数
約
六
百
戸
、

給
水
人
口
約
三
千
五
百
人
に
給
水
で

き
る
新
設
工
事
を
計
画
し
た
。
水
源

は
昭
和
四
十
一
年
度
予
算
二
十
万
円

で
試
堀
を
終
り
、
日
量
約
千
ト
ン
と

計
画
、
一
日
給
水
量
六
百
ト
ン
を
は

る
か
に
超
え
る
水
量
が
確
保
さ
れ
た

の
で
、
十
二
月
末
ま
で
に
は
給
水
開

始
が
で
き
る
よ
う
事
業
を
推
進
し
た

い
考
え
で
す
。

　
以
上
一
般
会
計
予
算
等
並
び
に
特

別
会
計
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説

明
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意

を
払
い
、
効
率
的
な
予
算
執
行
に
努

力
し
た
い
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

潰
防
の
最
高
表

　
　
彰
に
輝
く

　
　
市
消
防
本
部
、
消
防
団

　
市
消
防
本
部
、
消
防
団
は
こ
の
ほ

ど
消
防
で
最
高
の
表
彰
と
い
わ
れ
る

長
官
表
彰
と
．
表
彰
旗
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
消
防
力
の
拡
充
、
強
化
に

優
秀
と
い
う
こ
と
が
理
由
で
す
が
、

全
国
二
十
一
の
中
に
選
ば
れ
、
県

下
で
は
三
年
ぶ
り
の
全
国
表
彰
で
さ

る
三
日
菅
村
消
防
長
と
島
田
団
長
が

授
与
式
に
の
ぞ
み
、
晴
れ
の
表
彰
を

う
け
ま
し
た
。

　
　
五
万
円
を
寄
付

　
市
内
袋
町
西
、
五
十
嵐
保
さ
ん
は

父
勝
平
（
7
5
才
）
死
亡
に
よ
る
香
典

返
し
と
し
て
金
五
万
円
を
社
会
福

祉
事
業
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
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来
月
は
統
一
地
方
選
挙
で
す

県
議
選

市
長
、
市
議

　
来
月
は
統
一
地
方
選
挙
の
月
で

す
。
県
議
、
市
長
、
市
議
、
の
三
つ

の
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
ど
れ

も
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
に
つ
な
が

る
身
近
か
な
選
挙
で
す
。

　
こ
ん
ど
こ
そ
明
る
く
正
し
い
選
挙

を
行
な
い
、
し
あ
わ
せ
は
自
分
の
手

で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
地
方
選
挙
の
ト
ッ
ブ
は
県
議
選
で

告
示
は
三
月
三
十
一
日
、
投
票
日
は

四
月
十
五
日
で
す
。
引
き
続
き
市

長
、
市
議
選
が
四
月
十
八
日
告
示
、

同
二
十
八
日
が
投
票
日
と
な
っ
て
い

ま
す
．

　
選
挙
権

　
三
月
一
日
現
在
で
永
久
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
人
で
あ
っ
て
、
つ

ぎ
の
人
を
除
く
．

A
県
会
識
員
選
挙
の
場
合

ω
新
潟
県
外
に
転
出
し
た
人

③
新
潟
県
内
に
転
出
し
た
人
で
市
町

　
村
の
移
動
を
二
回
以
上
の
人
。

　
た
と
え
ば

〇
十
日
町
市
↓
小
千
谷
市
し
長
岡
市

　
↓
　
こ
の
場
合
は
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ

四
月
十
五
同

四
月
二
十
入
日

　
ん
。

〇
十
日
町
市
↓
小
千
谷
市

　
こ
の
場
合
は
あ
り
ま
す
．
　
（
小
千

　
谷
市
か
ら
居
住
証
明
書
を
持
っ
て

　
き
て
く
だ
さ
い
）

B
市
長
、
市
議
選
の
場
合

　
市
外
に
転
出
し
た
人
は
選
挙
権
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
在
者
投
票

　
東
京
そ
の
他
出
稼
に
行
か
れ
た
人

の
不
在
者
投
票
は
、
告
示
か
ら
投
票

日
ま
で
の
期
間
が
短
か
い
の
で
早
目

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
方
法

ω
市
役
所
選
管
で
不
在
者
投
票
用
紙

　
等
交
付
請
求
書
の
用
紙
を
も
ら
い

　
本
人
（
郵
送
、
請
求
）
ま
た
は
家

　
族
ま
た
は
代
理
人
が
東
京
そ
の
ほ

　
か
出
稼
先
の
本
人
に
送
る
。

②
本
人
は
そ
の
請
求
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
し
、
事
業
主
の
証
明
を
つ

　
け
て
十
日
町
市
選
管
に
送
っ
て
く

　
だ
さ
い
。
　
（
投
票
用
紙
の
請
求
）

③
選
管
は
そ
れ
に
よ
り
「
投
票
用
紙
」

　
「
不
在
者
投
票
用
封
筒
」
　
「
証
明

　
書
」
を
本
人
に
送
り
ま
す
．

期
限
内
に
納
入
を

国
民
年
金
保
険
料

　
昭
和
四
十
一
年
度
の
二
、
三
月
分

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
及
び
未

納
さ
れ
て
い
る
人
に
催
促
状
が
年
金

徴
収
員
を
通
じ
配
付
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
今
月
は
年
度
末
で
す

の
で
一
人
の
未
納
者
も
な
く
期
日

（
三
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
納
め
ら

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
内
で
は
す
で
に
、
障
害
年
金
四

人
、
母
子
年
金
六
十
一
人
、
遺
児
年

金
六
人
、
計
七
十
一
人
が
年
金
を
う

け
て
お
り
、
死
亡
一
時
金
は
二
十
六

人
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
せ
っ
か

く
国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
、
未
納

が
あ
る
と
事
故
（
死
亡
、
障
害
等
）

が
あ
っ
た
場
合
、
国
民
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
未
納
の

な
い
よ
う
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に

生
れ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
四
十

年
四
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
（
保
険
料
納
入
が
免
除
）
し
な
け

れ
ぱ
老
令
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
．
従
っ
て
将

来
老
令
年
金
を
受
け
る
こ
と
は
出
来

な
く
な
り
ま
す
の
で
一
人
の
未
加
入

者
も
な
い
よ
う
、
ま
た
加
入
し
た
が

未
納
し
て
い
た
た
め
年
金
が
も
ら
え

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う

に
願
い
ま
す
。

④
本
人
は
「
証
明
書
」
を
開
封
し
な

　
い
で
「
投
票
用
紙
」
と
と
も
に
そ

　
の
居
住
地
の
市
、
区
、
町
、
村
の

　
選
管
に
行
き
投
票
し
ま
す
。

⑤
居
住
地
の
選
管
は
十
日
町
市
選
管

　
に
送
り
ま
す
。

⑥
十
日
町
市
選
管
は
投
票
日
ま
た
は

　
前
日
そ
の
該
当
す
る
投
票
所
の
管

　
理
者
に
送
付
し
ま
す
。

　
（
註
ω
、
②
は
告
示
の
前
で
も
よ

　
い
。
③
は
告
示
の
日
以
後
行
う
）

　
現
在
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

投
票
当
日
投
票
所
へ
行
く
こ
と
の
で

き
な
い
人
は
、
印
鑑
を
も
っ
て
不
在

者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
場
所
は
市
役
所
選
管
で
す
。

　
代
理
投
票

　
眼
の
見
え
な
い
人
、
文
宇
を
書
け

な
い
人
は
投
票
所
で
自
分
で
書
け
な

い
こ
と
を
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。
投

票
管
理
者
は
補
助
者
を
一
人
定
め
て

一
人
が
記
載
し
、
ほ
か
の
一
人
が
立

ち
あ
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
補

助
者
の
書
い
た
用
紙
を
あ
な
た
が
投

票
箱
に
い
れ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場

合
あ
な
た
の
補
助
者
は
あ
な
た
が
誰

に
投
票
し
た
か
、
他
人
に
も
ら
す
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
に
法
律
で
定
め

て
あ
り
ま
す
。

　
点
字
投
票

　
眼
の
見
え
な
い
人
で
点
宇
な
ら
書

け
る
と
い
う
人
は
そ
の
こ
と
を
投
票

管
理
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
点

字
投
票
用
紙
と
点
字
器
は
準
備
し
て

あ
り
ま
す
。

　
【
県
議
】

　
こ
ん
ど
の
県
会
議
員
の
選
挙
か
ら

前
と
違
っ
た
点
は

L
県
条
例
で
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
が
一

　
投
票
区
に
ニ
ヵ
所
設
置
さ
れ
ま

　
す
。
こ
の
掲
示
場
は
十
日
町
市
の

　
県
会
議
員
候
補
者
以
外
は
ボ
ス
タ

　
：
を
は
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
ポ
ス
タ
ー
は
一
候
補
千
二

　
百
枚
で
す
か
ら
掲
示
場
以
外
、
個

　
人
の
建
物
に
そ
の
管
理
者
の
承
諾

　
だ
れ
で
も
、
小
学
校
の
一
年
生
に

入
学
し
た
と
き
の
印
象
は
、
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
　
「
一

年
生
」
と
い
う
こ
と
ば
に
は
、
な
ん

と
な
く
生
き
生
き
と
張
り
き
っ
た
感

じ
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
一
年
生
の

お
子
さ
ん
に
対
す
る
親
の
緊
張
し
た

喜
び
は
、
た
と
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。
グ
ッ
ド
・
ス
タ
ー
ト
と
い
う
こ

と
ば
が
あ
り
ま
す
が
、
な
に
．
こ
と
も

最
初
の
す
べ
り
出
し
が
か
ん
じ
ん
で

す
。　
楽
し
く
、
有
効
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
う
ま
く
出
発
し
た
い
も
の
で
す
o

　
学
校
で
は
、
一
年
生
を
迎
え
る
た

め
に
、
い
ろ
く
用
意
し
て
待
っ
て

い
ま
す
。
入
学
前
の
身
体
検
査
を
し

た
り
、
知
能
検
査
を
し
た
り
す
る
の

も
、
一
年
生
の
す
べ
り
出
し
を
よ
く

す
る
た
め
で
す
．
今
の
教
育
で
は
、

　
　
身
鱒
…
…
…
～
…
鱒
…
…
一
≡
…
一
…
一
一
…
…
一
…
5
…
三
鱒
一

編
瓢
鏑
こ
と
が
で
き
ま
亥

　
人
口
二
万
人
に
一
回
の
割
で
お
こ

で
き
る
だ
け
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
子

ど
も
を
知
っ
て
、
そ
れ
に
相
応
し
た

教
育
を
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
す
．

　
一
年
生
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
教
科

を
学
習
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
行
事
も
あ
り
ま
す
．
生
活
の
し

つ
け
も
し
ま
す
が
、
そ
の
中
で
特
に

し
ま
し
ょ
う
。
毎
日
通
る
道
を
き
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
分
か

か
る
か
調
べ
て
お
く
こ
と
な
ど
も
た

い
せ
つ
な
こ
と
で
す
。
家
を
出
る
時

の
「
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
帰
っ

た
と
き
の
「
た
だ
い
ま
」
は
最
初
の

日
か
ら
実
行
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

新
入
学
児
童
を
お
持
ち
の

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
へ

み
な
さ
ん
か
ら
知
っ
て
お
い
て
ほ
し

い
四
つ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ

う
●①
学
校
の
行
き
帰
リ

　
い
ち
ば
ん
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、

交
通
の
安
全
を
守
る
こ
と
で
す
。
た

と
え
近
道
で
も
あ
ぶ
な
い
と
こ
ろ
は

さ
け
て
、
安
全
な
道
を
通
る
よ
う
に

葦
≡
亀
…
”
…
。
一
一
…
～
一
一
…
…
5
一
三
…
暉
…
…
…
一
ξ
覧
…
ξ
覧

と
簿
論
鎌
鰍
羅

　
　
佐
藤
さ
ん
（
池
沢
出
身
）

な
う
こ
と
と
な
り
、
＋
日
町
市
は
　
　
に
紺
綬
褒
章

　
三
回
行
な
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
港
区
麻
布
広
見
町
・
全
国

　
立
会
演
説
会
の
日
時
は
ま
だ
決
ま
　
鮨
商
組
合
役
員
・
港
区
観
光
協
会
理

ぞ
お
り
喜
ん
が
、
吉
町
市
裏
佐
藤
安
忠
さ
ん
（
5
8
）
－
旧
水
沢

　
民
体
育
舘
、
下
条
小
学
校
、
水
沢
　
村
池
沢
出
身
“
は
こ
の
ほ
ど
政
府
か

　
小
学
校
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
．
　
ら
紺
綬
褒
章
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
．

　
「
よ
く
聞
き
」
　
「
よ
く
考
え
」
て
　
佐
藤
さ
ん
は
山
間
最
村
の
後
輩
に
少

　
正
し
く
一
票
を
使
い
ま
し
ょ
う
．
　
し
で
も
勉
学
の
機
会
を
と
・
当
時
水

　
入
場
券
は
四
月
五
日
頃
発
送
の
予
　
沢
公
民
舘
の
建
設
資
金
や
・
学
校
教

定
で
す
．
褒
の
入
場
券
藁
会
議
禁
ど
に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
・
郷

員
の
選
挙
と
四
月
二
十
八
日
に
お
こ
　
土
の
教
育
振
興
に
大
き
な
力
を
つ
く

な
わ
れ
る
市
長
、
市
議
の
投
票
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

入
場
券
を
か
ね
て
あ
り
ま
す
カ
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

た
い
せ
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
・
　
　
寄
付
あ
り
カ
と
う

　
〔
註
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
五
軒
新
田
、
十
日
町
高
校
三

（
県
会
議
員
の
投
票
は
、
投
票
所
に
　
年
、
山
口
達
男
さ
ん
は
、
生
活
に
こ

持
参
し
投
票
を
す
ま
せ
る
こ
と
。
そ
　
ま
っ
て
い
る
人
達
の
た
め
に
と
、
金

の
入
場
券
は
投
票
所
職
員
が
各
区
、
　
千
円
を
、
ま
た
、
市
内
中
条
中
学
校

町
内
別
に
区
分
し
て
そ
れ
ぐ
の
嘱
　
三
年
B
組
、
池
田
完
市
さ
ん
ほ
か
四

託
員
に
渡
し
、
嘱
託
員
が
再
び
み
な
　
＋
二
人
は
、
学
級
費
の
余
剰
金
四
千

さ
ま
の
お
手
も
と
に
配
る
こ
と
と
な
　
五
百
六
十
九
円
を
市
社
会
福
祉
事
務

り
享
．
）
　
　
　
　
　
所
に
そ
れ
ぐ
寄
付
し
ま
し
た
．

　
　
　
市
長
選
は
記
号
式
に

　
　
　
　
　
　
　
市
議
の
順
　
　
　
　
て
く
だ
さ
い
。

投
票
は
市
長
、

　
ま
ず
入
場
券
を
投
票
所
で
渡
し
、

選
挙
人
名
簿
と
対
照
し
市
長
候
補
の

投
票
用
紙
を
受
け
取
る
。
　
（
白
地
に

黒
刷
り
）

　
投
票
記
載
所
で
投
票
し
よ
う
と
思

う
人
の
欄
に
○
を
つ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
人
に
投
票
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
投
票
箱
に
い
れ

　
市
会
議
員

　
（
赤
地
に
黒
刷
り
）

　
市
会
議
員
の
投
票
は
前
と
お
な
じ

で
、
投
票
用
紙
に
投
票
し
よ
う
と
思

う
人
の
氏
名
を
一
人
書
い
て
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
不
明
の
点
は
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

②
ひ
と
り
だ
ち
さ
せ
よ
う

　
一
年
生
に
な
っ
た
と
い
う
ブ
ラ
イ

ド
を
伸
ぱ
す
よ
う
に
し
て
、
自
分
の

で
き
る
こ
と
は
自
分
で
さ
せ
る
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
。
こ
の
こ
ろ
は

「
か
ら
だ
で
か
し
こ
く
な
る
時
代
」
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
目
で

耳
で
、
か
ら
だ
で
た
し
か
め
て
学
習

し
て
い
く
の
で
す
。
友
だ
ち
と
よ
く

遊
ぶ
子
ど
も
は
、
そ
れ
だ
け
体
験
が

多
く
な
り
ま
す
．

③
も
ち
も
の
、
着
も
の
は
質
素
に

　
文
房
具
類
は
だ
い
た
い
学
校
で
用

意
し
て
く
れ
ま
す
．
特
殊
な
も
の
は

学
校
へ
持
っ
て
行
か
な
い
こ
と
。
服

装
は
活
動
的
で
、
自
分
で
着
た
り
脱

い
だ
り
す
る
こ
と
が
便
利
で
あ
る
も

の
が
た
い
せ
つ
．

④
お
か
あ
さ
ん
は
、
あ
せ
ら
な
い
こ

　
と
．

　
一
年
生
と
い
う
意
識
過
剰
に
な
り

過
ぎ
る
と
、
子
ど
も
は
お
じ
け
つ
き

ま
す
。
そ
れ
は
劣
等
感
を
も
た
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
勉
強
の
こ
と
よ

り
「
学
校
は
楽
し
い
と
こ
ろ
」
と
い

う
こ
と
を
わ
か
ら
せ
る
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
．

　
　
　
　
（
市
教
委
　
西
野
政
男
）

願
…
響
…
覧
…
」
罵
三
…
5
…
一
一
一
…
一
ロ
一
…
一
軸
…
一
・
…
鞠
一
＝
．
～
…
鴨
一
…
一
一
…
・
一
…
」
三
…
三
一
亀
周
…
ξ
ミ
…
一
」
…
一
一
…
～
§

　
　
　
就
学
援
助
費
に
つ
い
て

　
　
学
校
教
育
法
（
第
二
十
五
条
）
に

よ
り
生
活
困
窮
者
家
庭
の
児
童
生
徒

の
う
ち
毎
年
地
区
の
民
生
委
員
と
学

校
長
の
推
せ
ん
に
よ
り
教
育
委
員
会

で
必
要
と
認
め
た
児
童
、
生
徒
に
対

し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
補
助
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
学
校

長
か
、
教
育
委
員
会
へ
お
聞
き
下
さ

い
．

一
℃

二
、

補
助
さ
れ
る
経
費

教
科
書
費
（
全
額
補
助
四
十
二

　
　
　
　
年
度
は
中
学
二
年
以

　
　
　
　
上
）

学
用
品
費
（
小
学
校
一
人
平
均

　
　
　
　
二
千
円
、
中
学
校
一

　
　
　
　
人
平
均
四
千
二
百
円

　
　
　
　
四
十
一
年
度
）

修
学
旅
行
費
（
全
額
補
助
）

寄
宿
舎
居
住
費
（
全
額
補
助
）

学
校
病
に
対
す
る
医
療
費

　
　
　
　
　
　
（
全
額
補
助
）

水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
会
計
は
直
接
水
道
課
へ

　
法
改
正
に
伴
い
、
四
月
一
日
か
ら

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
企
業
会
計
を

適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

料
金
の
納
入
や
、
水
道
事
業
会
計
の

支
払
い
は
会
計
窓
口
か
ら
、
水
道
課

窓
口
（
市
役
所
二
階
の
一
番
奥
）
に

か
わ
り
ま
す
。
ご
不
便
を
か
け
る
場

合
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
道
工
事
代
金
は
工
事
店
へ

　
水
道
を
新
た
に
引
く
場
合
、
今
ま

タ
バ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
よ
う

タ
パ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
入
さ
れ

る
税
金
は
、
市
の
道
路
、
学
校
等
の

経
費
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

．
誕
搬
継
鑑
．

で
は
水
道
課
で
設
計
し
、
工
事
代
金

を
納
入
後
、
指
定
工
事
店
で
工
事
を

お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
工
事
施

工
後
の
精
算
が
お
く
れ
る
場
合
が
あ

り
、
．
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
四
月
一
日
か

ら
水
道
課
に
申
し
込
み
ま
す
と
工
事

店
で
設
計
し
、
水
道
課
で
審
査
、
監

督
し
工
事
代
金
を
直
接
工
事
店
へ
払

っ
て
い
た
だ
き
、
工
事
店
で
工
事
を

お
こ
な
い
ま
す
。
工
事
が
終
る
と
、

水
道
課
で
検
査
し
、
た
だ
ち
に
工
事

店
で
精
算
を
お
こ
な
い
、
ス
ピ
！
ド

化
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
指
定
水
道
工
事
店
は
つ
ぎ
の
と
お
、

り
〇
十
日
町
市
水
道
工
事
株
式
会
社

　
　
　
（
電
二
九
六
三
）
昭
和
町
三

羽
生
田
鉄
工
所
十
日
町
出
張
所

　
　
　
（
電
二
六
六
八
）
田
川
町
一

税
の
申
告
に

　
　
国
民
年
金
保
険
料
控

　
　
除
を
〃

　
三
月
は
所
得
税
．
住
民
税
（
県
、

市
）
の
申
告
時
期
で
す
．
四
十
年
中

k
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全

額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
満

二
十
才
か
ら
三
十
五
才
未
満
一
ヵ
年

一
人
に
つ
き
、
千
二
百
円
、
満
三
十

五
才
以
上
一
力
年
一
人
に
つ
き
、
千

八
百
円
で
す
。

三
、

四
、

五
、　

補
助
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
者

一
、
要
保
護
者

　
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
児
童
生

徒
。二
、
準
要
保
護
者
（
児
童
生
徒
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
約
七
％
）

　
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
の
児

童
、
生
徒
。

来
月
二
十
日

ま
で

新
入
学
（
園
）
児
童
、
幼
児
の
交
通
事
故

防
止
運
動

　
二
十
一
日
か
ら
四
月
二
十
日
ま
で

新
入
学
（
園
）
児
童
、
幼
児
の
交
通

事
故
防
止
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

昨
年
県
下
で
発
生
し
た
幼
児
、
児
童

の
交
通
事
故
は
一
、
二
六
五
件
で
全

体
の
一
四
・
一
％
を
占
め
、
例
年
月

別
で
は
夏
休
み
の
八
月
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
特
に
め
だ

っ
允
こ
と
は
入
学
（
園
）
シ
ー
ズ
ソ

の
四
月
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
で
件

数
で
四
五
％
、
死
者
で
一
五
〇
％
増

で
し
た
。
幼
児
の
交
通
事
故
は
ほ
と

ん
ど
が
歩
行
中
の
も
の
で
飛
び
出

し
、
直
前
直
後
の
横
断
が
主
な
原
因

で
す
．
小
学
校
低
学
年
も
同
じ
内
容

で
す
が
、
高
学
年
に
た
る
と
歩
行
中

の
事
故
の
ほ
か
に
自
転
車
運
転
中
が

半
分
も
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
教
育
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。

一279一


